OLYMPUS 


デジタルカメラ 

FE-47/X-43 

取扱説明書 



参オリンバスデジタルカメラのお買い上げ、ありびとラございます。カメ 
ラを操作しなび!5この説明書をお読みいただを、安全に正しくお使いく 
ださい。特に「安全にお使いいただくために」は、製品をご使用になる 
前に良くお読みください。またお読みになったあとを、必ず保管してく 
ださい。 

■巧が旅斤などの大切な撮影の前には試し撮 D をしてカメラび正常に機旨目 
することをお担かめ < ださい。 

•取巧説明書で使用している液晶画面やカメラのイラストは実際の製品と 
は異なる場合びあ0ます。 




その他の付属品；取の説明書（本書)、保西書 


ステップ ク ステップ 3 

カメラを準備ずる 写真を撮つて巧をする 

「カメラを準備する」 （P.14) r 撮影する-再生する-消去する」 （P.18) 


ステップ ^ 

ステップ、 

カメラの巧い方を知る 

「カメラの設定操作」 （P. 3) 


プ U ントずる 

「ダイレクトプリント」 (PictBridge) (p. 40) 

「プ U ント予約」 (DPOF) (p. 43) 
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Web お取巧説贈 

才 U ンバスホームページにて作例写真を使った撮影テクニックを紹介しています。 

http://www.olympus.co.jp/jp/imsg/webmanual/ 
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カメラの設定操作 

ダイレクトボタンで操作する 

よく使ラ磯能はダイレクトボタンで操作します。 



















































































メニューインデックス 

撮影に関連ずるメニュ~ 



①撮影モード 

P (プ□グラムオート） ..... P .18 

iAUTO (i 才ート） . P .24 

«i» (ぶれ軽減) . p .24 

SCN (シーンモード） ....... p .24 

MAGIC 

(マジックフイルター) ....... P .25 

W りてノラマ） . P .26 

£9 (ムービ ー）. P .19 

(2) フラッシュ . P .27 


③7ク0 . p .27 

® セルフタイマー . p .27 

感露出補正 . P .28 

( D ホワイトバランス . p .28 

(7) に 0感度 . p .28 

( D 画像サイス衞止風 . P .29 

(D © (セットアップ） ► 

〇 (撮影）/巧仏ービ ー） 

画像サイズ（ムービ ー）..... P .30 
圧縮モード（静止画） . p .30 


フレームレート 

仏ービ ー） . p .30 

AF 方式 . P .31 

ファインズーム . p .31 

巧手 ぶれ補正 . p .31 

静止画録音衞止画） . P .32 

ムービー録音（ムービ ー） ... p .32 
アイコンガイド . p .32 


再生.編集.プリントに関連ずるメニュー 



①スライド シヨー . P .33 

感かんたん巧正 . p .33 

③編集 . p .33 

(D 消去 . P .34 


感©(セツトアッス ► 因(再生) 


プリント予約 . p .34 

プ □了：7 卜 . p .34 

回乾表お . P .35 

細-占 . p .35 


カメラの設定に関連ずるメニュ - 



カード初期化 


データコピー 



B ネ語 

リセット 


USB を続モード 

ストレージ 

巧をボタン起動 

起動しない 

撮影モード保持 

しない 


'tTi (設定 1) 

内蔵メモ U 初期化/ 
力ード初期化 . 

(DVT2 (設定 2) 

PW ON 設定 . 

… p.37 
… p.37 

データコピー . 

......P.36 ピクセルマッピング ..... 

… P.38 

M (言語設定) . 

......P.36 モ—夕調整 . 

… p.38 



… p.38 

US 己接続モード . 

......p.36 ワ ーJ レドタイム . 

… p.38 

再生ボタン起動 . 

......P.37 ビデオ出力 . 

… P.39 

撮影モード保持 . 

......p.37 ③化（設定 3) 



節電モード . 

… p.39 


. 

… p.39 
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各部の名前 

カメラ本が 



1 ストラップ取付部 

2 電池/力ードカバー . P .14 

3 電池/力ードカバー□ック . P .14 

4 録音マイク..… . P .32, 35 

5 レンズ.… ..... P .49, 57 


6 フっッシュ . P .27 

7 セルフタイマーランプ . p .27 

8 マルチコネクタ . P .15, 39, 40 

9 =脚巧 

10 スピーカー 
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1 ON/OFF ボタン . P .1 6, 18 

2 液晶モニタ . P .1 8,4 日 

3 MENU ボタン . P .4 

4 ©ボタン (>< ニユーガイド） . P .23 

5 シャッターボタン ... P .18 

6 ズーム ボタン… . P .20 


7 居]ボタン 

(撮影/再生モード切替） . P .19 

8 回ボタン (0 K ) ... P .3, 16 

9 十字ボタン.… . P .3 

INFO ボタン(表示切曽） ..... p .20, 23 
雨ボタン(消去） . P .22 
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細モニタ 


静止画 


電池鶏量 . P .14 

撮影モード . P . 18,24 

フラッシュ . P .27 

フラッシュ発光予告- 

フラッシュ充電… ... P .45 

マク〇 ... p .27 

セ J レフタイマー . p .27 

露出補正 . P .28 

ホワイトバ’ランス . p .28 

に〇感度. ..... p .28 

画像ヴイズ .... p .29, 30 

[セツトアップ]メ ニユー . P .4, 5 


撮影モード表示 
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が」 

L 議剛 


沒 S ? 
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15 9 

1312 
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II 




ムービ ー 


ム録 B (ムー L — ). P . v 32 

12ワ ー J レドタイム . p .38 

13 苗*手ぶれ補正 . P .31 

14圧縮モード(静止画) . P .30 

15撮影可能枚数(静止画） . P .18 

連続撮該可能時間(ムービー） ...... P .1 日 

16 使用メモ I 」 . P .51 

17 AF 夕ーゲツトマーク . p .18 

IS 手ぶれ警告 . - 

19絞り値 ..... p .18 

20シャツター速度.… . p .18 
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再生モード表示 
. 通常表示 


1 2 3 4 5 6 
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1 

雷湘强量 . 

...... 曰.14 

2 

プリント予約/枚数 . P .43/ P .42 

3 

プ□テクト ... 

...... P .34 

4 

録 "b . 

P .32, 35 

5 

使巧メモ U . 

. P .51 

6 

コマ番号/撮影総枚数(静止画) 

… P .20 


再生時間/録画時間(ムービー) 

… P .21 

7 

撮影モード ... 

P .18, 24 

8 

シャツター速度.… . 

…… P .18 

9 

絞り値 ... 

…… p .18 


10 に0感度 ... P .28 

II 露出補正 . p .28 

12 ホワイトノくランス . p .28 

13 画儘サイズ . P . 29,30 

14フアイ J レ番号 . - 

15曰時 . P .16 

16 圧縮モード(静止画） . P .30 

フレームレート（ムービ ー). p .30 

17 マク〇 . P .27 

18 フラッシュ . p .27 
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に熙連ずるメニュ _ 


30 


静止画の圧縮モードを選ぶ[圧縮 f - 问 . 30 

ムービーの画質を選ぶ[画像サイズ/フレームレート] . 30 

ピントを合わせる範囲を選ぶ [ AF 方式] ..... 31 
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青を止画を自動再生する[スライドシヨー] ... 33 

画像を補正する[かんたん補正] . 33 

画像のサイズを変える[リサイズ] . 33 
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画像を消去す别消去]. ....... 34 
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画像を回乾させる[回転表示] . 35 
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撮影機能を初期設定に戻す[リセット] ....... % 
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日付-時刻を設定する[日時設定] . 如 
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テレビに合わせて映像信号方式を選ぶ[ビデオ出力] . 39 

使わないとさに電池の消費を抑える[節電モード] . 39 

使用する電池の種類を設定する[電池言曼定] .. 39 
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プ y ントする 


40 


ダイレクトプリント （ Pic 旧 ridge ). 40 

プリンタの標準設定で画像をプ U ントずる防、んたんプリント] . 40 

プ U ンタの i 曼定を変えてプ1」ントする[カスタムプ1」ント] . 41 

プリント予約 ( DPOF ). 43 

1コマずつプ U ント予約する [1 コマ予約] ....... 43 

カード内の画像を全て1枚ずつプリント予約する[全コマ予約] . 44 

すべてのプリント予約を解除する . 44 
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撮影の t ント . 47 

ピント . 47 

手獅 . 47 

露出(明るさ） . 47 

色合い . 47 

画質 . 48 

胃池 ... 48 

再生•編集のヒント . 48 

g 生 . 48 

編集 . 48 
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ア フターサー ビス . 49 

お手入れ . 49 

が5の保管 . 50 

電池について . 50 

SD/SDHC メモ U - 力ード(力ード)を使う... ..... 51 

安全にお使いいただくために . 53 

製品の取り扳いについてのごま意 . 53 

電池についてのごま意 . 53 

巧電器についてのご注意 . 55 

使巧上のご注意…… . 55 

その他のご注意..…. . 56 

1± 様 . 57 
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カメラを準備する 


電池と SD/SDHC メモ y — 力ード 
(別売)を入れる 


© SD/SDHC^ モ U- 力ードな沖ま、絶巧に 
カメラに入れないでください。 




©カードをまっすぐに差し、カチッと音び 
するまで巧し込んでください。 

© コンタクトエリアには直接手を触れない 
で < ださい。 



© 使巧で定る電油の種類については「電池に 
ついて」 （ P . 50) をご覧ください。ニッケ 
ル水素充電池をお使いの場合は、十分に 
充電を斤い、[電池設定]を[ニッケル水素] 
に設定してください。[電池設定] ( p . 39) 

© 電池/カードカバーの開け閉めの際は、電 
源を切って< ださレ。 

© カメラをご使巧の際は、必ず電池/力ード 
カバ…を閉じてください。 

電池の交換時期 

次の エラー メ ッセージび 表示されたら電池 

を交換してください。 


ホ < 点滅 



液晶モニタ左上 エラー メ ツセー ジ 
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® このカメラは SD/SDHC メモ U- 力ード 
相り売)を入れなくてち、内蔵メモ U を使つ 
て撮影することびでをます。 rSD/SDHC 
>^モリーカード(力ード)を使う」 ( p .51) 

の 「内蔵メモ U と SD/SDHC メモ U- 力ード 
の撮影可能枚数(静止画）/連続撮影可能時 
間(ムービ ー )」 ( p . 52) 

SD/SDHC メモリーカードを取り出ずには 



© カチッと音びするまでカードを巧しこみ、 
ゆっくり戻してから、カードをつまんで 
取り出します。 


巧属の PC 用ソフトウェア。 b ) の 
インストールをする 

カメラとパソコンを接続して、 PC 巧ソフ 
トウェア （ ib ) のインス I -ールを巧います。 
勘作環境と接続方法は次の通りです。 

動作環境 

Windows XP (SP2 し U 上）/ 

Windows Vista/Windows 7 


接続ち法 



起動巧みのパソコン 
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© PC 用ソフトウェア ( ib ) の詳しい使い方は、 
PC 用ソフトウ エア ( ib ) のヘルプをご参照 
<ださい。 


1 パソコンの CD-ROM ドライプに、付属 
の CD-ROM を入れる。 

. バソコンのモニターに、初期設定画面び表 
おされます。 

の 初期設定画面び表示されない摇合は、 
スタートメ ニューから「マイコン ピュー 
夕 」 （Windows XP ) /「コンピュータ」 
(Windows Vista ) /「コンピューター」 
(Windows 7) をクリックし、巧に CD - 
ROM のアイコンをダプルクリックして 
「OLYMPUS ib 」 ウィンドウを開をます。 
最後に、に ameralnitia に etup . exe 」 をダ 
ブルク U ックしてください。 


2 カメラをパソコンに接続する。 


3 パソコン画面のメッセージにしたびい、 
操作を行ってください。 

カメラのユーザー登録を巧ラ 

力ラのユーヴー登録は、弊社ウ I ブサイ 
卜 （ http : fotopus . com / reg ) でじつてく たさ 
い。 


日時と地域を設定ずる 

ここで設定した曰時は、撮診した画像の 
ファイル名、日付プ U ントなどに反映され 
ます。 


1 ON/OFF ボタンを押して電源を入れる。 

• 曰時を設定していないと、曰時設定画面び 
表示されます。 



日時設定画面 


2 A ▽で[年]を選ぶ。 



操作ガイド 圓 

画面下部に表おされる操作ガイドは、 

MENU ボタンや图ボタン、ズームボタンを 
使うことを示しています。 



操作ガイド 


3 0を押して[年]を確定する。 



4 手順2、3と同様に、心 v <]> と图ボ 
タンで[月]、[日]、[時刻](私分)、 
[年/月/曰](日付の順序)を設定する。 


© r 分」を設定中に0砂の時報に合わせて回ボ 
タンを押すと、正確に時刻を合わせるこ 
とびでさます。 

® 設定した日時を変更すると定は、文ニユー 
から設定します。[日時設定] ( p . 38) 
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5 <[> で自宅の地域を選び、回ボタンを 
押す。 

• A ▽で[サマータイム]の設定びでさます。 



表示言語を切り替える 

液晶モニタに表示される、メニュー表示や 
エラーメッセージの言語を選ぶことびでき 
ます。 


1 [セットアップ]メニユーを表おする。 
の 「メニューで操作する」 （ P . 4) 


2 A ▽で VTi (設定 1) タブを選び、>を 
押す。 


の 設定した地域を変更すると定は、メニュー 
から設定します。 

[ワールドタイム] ( P . 38) 



3 A ▽で [ M ] を選び、回ボタンを押す。 

4 A ▽〇〇で言語を選び、回ボタンを押 
す。 


5 MENU ボタンを押す。 
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撮緊する-再生する-消去する 


最適な絞0値とシャッター速度で 
擴る I ブロクラムオ_卜1 

力ラまかせの撮影をしなびら、必要に応 
じて露出補正やホワイトバランスなどを彩 
な撮影メニュー機能を変更でをます。 


1 ON / OFF ボタンを押して電源を入れる。 


2 力;><ラを構ぇて構図を決める。 




横位置 


ON/OFF 



[プ□グラムオート]表示 



縦位置 

©カメラを構えるとをは、フラッシュに指 
などびかからないよラごを意< ださい。 


液晶モニタ(撮影待機画面) 


© [プ□グラムオート]表示でないときは、 
MENU ボタンを巧してファンクシヨンメ 
ニュー画面を表示し、撮影モードを P にし 
て<ださい。「><ニューで操作する」 （ P .4) 


現在の撮影モード表示 



© 電源を切るときはちう I 度 ON/OFF ボタン 
を巧します。 


3 シャッターボタンを半巧しして、撮り 
たいもの嫩写体)にピントを合わせる。 
. 被写体にピントび合ラと露出び固定され 
(シャッター速度、絞り値び表示され)、 AF 
ター ゲット マークび 緑色に点打します。 

• AF ターゲットマークびホく点滅したとき 
は、ピントびをっていません。をラー度や 
り直してください。 



半押し 


AF ター ゲット マーク 



© 「ピン KI ( p . 47) 
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4 カメラび揺れないよラ、シャツターボ 
タンを静かに全押しして撮影する。 



撮影確認画面 


撮影中に画像を再生するには 

因 ボタンを巧ずと、画像を再生でさま 
す。撮影に戻るには、 囚 ボタンを巧すか、 
シャツ ターボタンを半巧ししてください。 

ムービーを 操る【ム ービ ー] 


1 MENU ボタンを押してフアンクシヨンメ 
ニュー画面を表させる。 



3 シャッターボタンを半巧しして、撮りた 
いものにピントを合わせてか5、そのま 
ま静かに全押しして撮影をはじめる。 



撮影 中 ホ<点な 


4 シャッターボタンを静かに全押しして 
撮影を終了する。 

の 音声を同時に録音します。 

© 音青録音中はデジタルズームのみ可能でず。 
光学 スームで 撮影したい場合は、 [ムービー 
録音] ( P .32) を!; OF 円にしてください。 


2づ〇 で撮影モードを 掛 にし、 回 ボタン 
を押す。 


II INFO II 

〇_〇今 


[ム ービ ー] 表示 
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ズームぞ巧ラ 

ズームボタンを押して撮影する範囲を調節 
します。 

広角 ( W ) 側を巧ず 望遠 ( T ) 側を押す 

度 WT 》 

H み 


ズームバー 



© 光学ズーム： 5 お 
デジタルズーム： 4 倍 

© 望遠側のズーム撮影の際には、撮影モー 
ドを[ぶれ軽減] ( P . 24) にすることをおす 
すめします。 

画質を落とさずより大きく撮るには 

[ファインズーム] ( P . 31) 

の ズームバー表示の違いでファインズーム、 
デジタルズームの状態びわかりまず。 


光学ズーム/ W で 

—•.、で一 II —I- I n -(- C -1|- ' 


了‘ジタルズーム時 . ——I 

|| i 

P 

光学ズーム 

領域 

I 

デジタル 
ズーム領域 

ファイン I m 

K 師 

乂ームお I — I II I 


ファインズーム領域 


攝 m 情報表おを切り替える 

画面上の'晴報表示を消したり、構図を確認 
するために畳線を表おするなど、状況に応 
じて画面表示を切り替えることびでをます。 


1 A (INFO) を押す。 

• 巧すたびに撮影情報表示び切り替わります。 
r 撮影モード表示」 （ P .8) 




詳細 


固 





% 

狐 

向4船 


盛 

函 

晚 


おの才 


♦ 


攝った画像を再生する 

1因ボタンを押す。 



再生画像 


2づ〇で画像を選ぶ。 


前の画像を 
表示 



次の画像を 
表示 


の [> を長巧しすると早送り、<を長押しす 
ると早戻りします。 

© 画儘の表示サイズを変えることがで定 
ます。「インデックスビュー•拡大表示」 
(p. 22) 
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音亩を再生ずるには 

画像に録音した音声を再生するには、画像 
を選& |0 K | ボタンを巧します。音声び録 
音されている画像には、团アイコンび表示 
されます。 

© [静止画録音] ( P .32)、 

臨音] ( p . 35) 



音声再を中 


ムービーを再生するには 

ムービーを選び、回ボタンを巧します。 



ムービ ー 


ムービー再生中の操作 

I . 準广 I 



再生中 


録画時間 


一時 厚 止する/ 
再をを再開ずる 

应]ボタンを巧すと、一時停止し 
ます。 

-時停止、早送り、巻き戻し中 
に应)ボタンを巧すと、再生を再 
開します。 

早送 D ずる 

[> を巧ずと、早送りをします。 
さらに!>を巧すと、早送りの速 
度が早くなります。 

まさ戻しする 

<1 を巧ずと、巻き戻しします。 

<1 を巧すたびに巻き戻しの速度 
び早くなります。 

音量を調節ずる 

A ▽で音量を調節します。 


一時停止中の操作 



一時停止中 

頭出しする 

A で先頭のコマを、▽で最後尾 
のコマを表示します。 

コマ 送りずる/ 
コ 7戻しずる 

1> またはづを押すと、コマ送り/ 
コマ戻しします。 0 やづを押し 
ている間は、再生/逆再生します。 

再生を再開する 

应)ポタンを押すと、再をを再開 
します。 


ムービー再生を中止ずるには 

MENU ボタンを巧します。 
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再生中の画像を消去ずる 
(1 コマ消去) 



2 A ▽で [1 コマ 消ま]を選び、 回 ボタン 
を押す。 

© [全コマ消去] ( P . 34) や[選択消去] ( P . 34) 
を選ぶと、複数の画像をまとめて消去ず 
ることびでさます。 


インデックスビュー.拖大表を' 

インデックスビューでは、すばやく目的の 
画儘を選ぶことびでさます。拡大表お(最 
大で10倍)では画儘を細部まで確認するこ 
とびでをます。 

1 ズームボタンを押す。 



因 み 




インデックスビューで画像を選ぶには 

AV <1 I > で画像を選び、 [0 K ] ボタンを巧す 
と、選んだ画像の1コマ再生に戻ります。 

拡大表示で画面をスク□—ルするには 

A V づ!>で再生位置を移動できます。 
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画像情親表おを切り替える 

撮影時の設定内容を切り曽えて表示ずるこ 
とびでをます。 


1 A ( INFO ) を押す。 

• 押すたびに画像情報表示び切り替わります。 


通常 




♦ 表示オフ 
1 



メ ニュー ガイドを使う 

再生フアンクシヨンメニューや[セット 
アップ]メニューを設定中に©ボタンを巧 
すと、選ばれている項目の説明び表示され 
ます。 

の 「メニューで操作する」 （ P . 4) 
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撮影モードを使いこなす 


© 撮影 モードは フアンクシヨンメニューか 

ら、 P 、 iAUTO 、 " か、 SCN 、 MAGIC 、 林 

£9の順で切り替えることびで定ます。 

© ニューで操作する」 （ P .4) 

カメラまかせで撮慕する 
[はート] 

力 ラび撮影シーンに最適な撮影モードを 
[ポートレート]/励景]/ [夜景&人物]/ 
[スポーツ]/ [マク □] の中から自動で選択 
します。シャッターボタンを巧すだけで撮 
影シーンにあった撮影びでさるフルオート 
モー ドです。 


1 撮影モードを iAUTO にする。 


カメラび判別したシーンの 
アイコンに切り替わります。 



Q ) 撮影シーンによっては、意図した撮影モー 
ドにならない場合びあります。 

® カメラび最適なモードを判定できない場 
合は、[プ□グラムオート]での撮影にな 
ります。 


攝該時のをぶれを弦減ずる 
[ぶれ趕織 

撮影時の手ぶれや被写体ぶれを軽減します。 
1撮影モードを ((>)) にする。 

[ぶれ醫減]表示 

I 



撮驚シーンにさつたモードを使5 
[シーンモード] 


1撮影モードを SCN にする。 



2 ▽を押してサブメニューに移動する。 
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3 づ〇でシーンに合った撮 f ミモードを選 
び、图ボタンを押して確定する。 



設定した[シーンモード]のアイコン 


© [シーンモード]には、撮影シーン別に最 
適な撮影設定びプ□グラムされています。 
そのため、モードによっては後から言受定 
を変更でさない機能びあ0ます。 


項目 

巧遠 

〇ポートレーい•■風景/ 

巧夜養’1/ろ S 夜養&人物/ 

夕^スポーツ/が屋内撮影/ 

おキャンドル ’ l / tt 自分撮り/ 

査夕日’ 1 /街打ち上げ花火’ 1 / 

!1料理/离文書/ W ペット 

撮影シーンに 
合ったモード 
で撮影する。 


被写体びおいときは、ノイズリダクション機能 
び自動的に働をます。そのとをは撮影時間び通 
常の2倍になり、その間次の撮影はでをません。 


特巧な効果をかけて攝驚する 
[マジックフイルター] 

お好みの特殊効果を使って、表現豊かな撮 
影びでさます。 


1 撮影モードを MAGIC にする。 



2 V を巧してサブニューに移動する。 



ぺッ トなど動きのある被写体を撮るには 
([ W ぺット]モード） 

のづ〇で [ W ペット]を選び、回ボタンを 
巧して確定ずる。 

感 AF ターゲットマークを被写体に合わせ 
て [2! ホ K タンを巧す。 

• 被写体を認識ずると、被写体の動さに 
合わせて AF ター ゲット マークび 動を、 
自動でピントを合わせ続けます。 

「動いている被写体に自動でピントを合 
わせ続けるには（自動追尾)」 ( p . 31) 


3 〇でお好みに合ったモードを選び、 
回ボタンを押して確定する。 



設定した[マジックフイルター] 
のアイコン 


撮影モード 

項目 

マジックフイルター 

①ポップ 
⑤ピンホール 
⑤フイッシュアイ 
④スケッチ 


の [マジックフイルター]には、それぞれの 
効果に最適な撮影設定びプ□グラムされ 
ています。そのため、モードによっては 
禮から設定を変更でさない機能びあ D ま 
す。 
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4 手順 3 を繰り返して必要なコマ数を撮影 
し、最禮に MENU ボタンを巧す。 

の 最大10コマまでバノラマ撮影び可能です。 

の バノラマ写真の合成手順は PC 用ソフト 
ウェア (ib) のヘルプをご覧ください。 

の フラッシュ （P.27) は⑤（発光禁止)に固 
定されます。 

1 撮影モードを仁!にする。 


パノラマ撮驚をする[パノラマ] 

PC 庙ソフトウェア （ib) を使って、パノラマ 
画像を作成するための撮該をします。 

の ピント、露出 (P. 28 )、 ズーム位置 (P. 2 〇)、 
ホワイトバランス (P. 28) は、1枚目の撮 
影で固定されます。 



2 で撮影する方向を選ぶ。 

3 シャッターボタンを押して1コマ目を撮 
影し、2コマ目の構図で構える。 

1 コマ 目撮影前 


1 コマ 目撮影を 


• 1コマ目を}最影すると、画面上にある白い枠 
内の画像び切り取られ、移動方向と反対側 
に表示されます。2コマ目け降は、表示され 
た画像を目まに、次の画像び重なる構図で 
撮影します。 
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撮誘機能を使いこなす 

の 「メニューで操作する」 （ P .4) 


フラッシュを使う 

撮影状況や表現方法に合わせてフラッシュ 
機能を選びます。 


1 撮影フアンクシヨン ニューから 
フラッシュを選ぶ。 



2 づ〇で設定項目を選び、回ボタンを押 
して確定する。 


項目 

説明 

オート発光 

おいとをや逆光のとを、フラッ 
シュが自動的に発光します。 

赤目軽減 

予備発光を行い、目びホく写る 
のを軽減します。 

強制発光 

フラッシュび必ず発光します。 

発光禁止 

フラッシュは発光しません。 


近づいて大をく續る(マクロ續慕) 

被写体に接近しても、ピントび合い大きく 
写すことびでをます。 


1 撮影フアンクシヨン ニューからマク 
□を選ぶ。 



2 づ〇で設定項目を選び、回ボタンを押 
して確定する。 


頂目 

説明 

マク□オフ 

マク□モードを賴除しまず。 

マク〇 

被写倘こ SOcnV 1 (60 cm ‘ 2 ) ま 
で接近して撮影でさます。 

スーバーマクロっ 

被写体に 3 cm まで接おして撮 
影でさます。 

ズームび最も W (にち)側にあるとき。 


つズームび最も T (望遠)側にあるとき。 

‘ 3 ズームは自動的に固定されます。 

© スーバーマク □撮影のとさは、フラッシュ 
( p . 2?) とズーム ( P . 20) は設定でさません。 

セルフタイマーを使ラ 

シャッターボタンを全押しした媛、時間を 
空けて撮影します。 


1 撮影フアンクシヨンメニューからセル 
フタイマーを選ぶ。 



2 <>で設定項目を選び、回ボタンを押 


して確定する。 

頂目 

説明 

セルフタイマーオフ 

セルフタイマーを解除しま 
す。 

セルフタイマー 12 s 

セルフタイマーランプび約 
10 が点打し、さらに約 2 が 
点滅した後、シャツターび 
切れます。 

セルフタイマー 2 s 

セルフタイマーランプび約 

2 抄点滅した後、シャツ 勺一 
び切れます。 

© セルフタイマ1 

—は撮影のたびに設定しな 


おして < ださい。 


動作中のセルフタイマーを中止するには 

MENU ボタンを巧します。 
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明るをを調節する(露出浦正) 

撮影モードのオート]を除く）で、カメラび 
調節した標準的な明るさ(適正露出)を、撮影 
意図に応じて明るくしたり暗くしたりできま 
す。 


1撮影フアンクシヨンメニューから露出 
補正を選ぶ。 



2 <0で設定項目を選び、回ボタンを押 
して確定する。 


項目 

説明 

WB 才ート 

撮影シーンに应じて力^ラが自 
動的に調整する。 

晴天 

晴れた屋外で撮影する。 

曇天 

量った屋列で撮影する。 

電球 

電球のなりで撮影する。 

壁光巧1 

昼光色の壁光灯の巧り（家庭用 
照明器具など)で撮影ずる。 

壁光巧2 

昼白色の堂光打の打り（デスク 
スタンドなど)で撮影ずる。 

壁光巧3 

白色の壁光灯の灯0 (オフィス 
など)で撮影する。 


撮驚感度を選ぶ。 SO 感度) 


2 で好みの明るさの画像を選び、匹） 

ボタンを押す。 

目然なををいに調整する 
(ホワイトパランス) 

撮影シーンに応じたホワイトバランスを設定 
し、より自然な色合いで撮影でをます。 


1撮青ミフアンクシヨンメニューからホワ 
イトパランスを選ぶ。 


© 国際標準化機構の略称。デジタルカメラ 
の感度はフィルム感度ととちにに0規格で 
定められているため、感度を表す記号と 
して nsoioo 」 のよラに表記します。 

の に0感度は、数値が小さいほど感度は低 
くなりまずび、十分に明るいシーンでは 
シャープな画廊を撮ることびでをまず。ま 
た数値び大きいほど感度は高くなり、暗い 
シーンでち速いシャッター速度で撮影びで 
さます。ただし感度び高<なるにつれ電気 
的なノイズび増え、画像び粗<なります。 



2づ〇で設定項目を選び、回ボタンを押 
して確定する。 


項目 

説巧 

に0才ート 

撮影シーンに应じて力^ラが自 
動的に調整する。 

100/200/ 

400/800/1600 

に0感度を還択した数値に固定 
する。 
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静止画の画像サイズを選ぶ 


1撮影フアンクシヨン ニューから画像 
サイズを選ぶ。 



2づ〇で設定項目を選び、回ボタンを押 
して確定する。 


頂目 

説明 

14M (4288X3216) 

A3 サイズで印刷する。 

8M (3264X2448) 

A3 サイズ政下で印刷す 
る。 

5M (2560X1920) 

A4 サイズで印刷する。 

3M (2048X1536) 

A4 サイズ政下で印刷す 
る。 

2M (1600X1200) 

A5 サイズで印刷する。 

1M (1280X960) 

はが定サイズで印刷す 
る。 

VGA (640X480) 

テレビで見たり、メール 
やホームページで使巧ず 
る。 

16:9S (1920X1080) 

風景などの被写体でワイ 
ド感を表現したり、ワイ 
ドテレビで見る。 


© ムービーの画像サイズは、[セットアップ] 
文ニューから設定して<ださい。 

[画像サイズ/フレームレート] (p. 30) 

の 「内蔵メモ U と SD/SDHC メモ U- 力ード 
の撮影可能枚数(静止画）/連続撮影可能時 
間(ムービー)」 (p. 52) 


JP 29 



撮露に関連するメニュー 

© は、初期設定を表します。 


静止画の狂縮モードを選ぶ[狂縮モード] 

む (撮影メニュー）►圧縮モード 

使巧可能な撮影モード： P lAUrO <( i )) SCN MAGIC M 


ヴプ メニュー2 

巧 遠 

ファイン 

高画質で閲覧、印刷ずる。 

ノースレ 

標準画質で閲覧、印刷ずる。 


の 「内蔵^モ I 」と SD / SDHC メモ iJ 一力ードの撮影可能枚数(静止画）/連続撮影可能時間(ムービー)」 
( p . 52) 


ムービーの画質を還ぶ[画像巧イズ/フレームレート] 

の（ムービ ー；>< ニュ ー) ►画像サイス/フレームレート 

使用可能な撮影モード：曲 


サブメニュー1 

ヴプ メニュー2 

用途 

画像サイズ 

VGA (640 X 480) 
QVGA (320 X 240： 

/ 

) 

画像のサイズと粗さに応じて画質を選びます。フレームレート 
の数値び大さレちび滑らかな画像にな D ます。 

フレームレート 

130130 fps'V 
圓 15 fps.i 


’1コマ/秒 

の 「内蔵^モ I 」と SD / SDHC メモ IJ 一力ードの撮影可能枚数(静止画）/連続撮影可能時間(ムービー)」 
( p . 52) 




メニユーゅ操作方巧は r メニユーで操作する j ( p . 4) をご篇くだをい。 


ピントををねせる範囲を選ぶ [AF 方式] 

〇 (撮影メニュー） ►AF 方式 

使巧可能な撮影モード ： P iAuro <( i )) scN 

MAGIC M 


サブメニュー2 

用途 

顔検出 - iESP 

ピント合わせを力^ラまかせに 
して撮影する。（カメラび人物の 
顔を検出した場合、検出した顔 
に白い枠’ 1 を表示します。シャッ 
ターボタンを半押ししてピント 
び合ラと、枠は緑色’ 2 になりま 
ず。また、被写体に人物の顔び 
ない場合は、カメラびピントを 
合わせる被写体を画面内から探 
して、自動的にピントを合わせ 
ます。） 

スポット 

AF ターゲットマーク内の被写体 
にピントををねせる。 

自動追尾 

敦いている被写体に自動でピン 
卜を合わせ攝ける。 


被写体によっては、枠び現れなかったり、現れ 
るまでに時間びかかることびあります。 

枠びホく点滅したとさは、ピントび合っていま 
せん。ちラー度やり直してください。 

動いている被写体に自動でピントを合わ 
せ続けるには（自動追尾） 

の AF ターゲットマークを被写体に合わせ 
て、回ボタンを巧します。 

感被写体を認識ずると、被写体の動きに 
合わせて AF ター ゲット マークび 動き、 
自動でピントを合わせ続けます。 

感中止するときは、应)ボタンを巧します。 

©被写体や撮影状況によっては、ピントを 
固定でさなかったり、被写体を追尾で定 
な < なることびあります。 

© 被写体を追尾ですなくなったと定は 、 AF 
ターゲットマークびホく点丹します。 


画質を落とさずにが学ズームより大きく撮る 
Iファインズーム] 

〇 (撮影メニュー）►ファインズーム 
使用可能な撮影モード ： P iAUTO ((§)) SCN 

MAGIC M 


サブメニュー2 

巧途 

OFF 

光学 ズーム とデジタル ズーム で 
拡大して撮影ずる。 

ON 

光学 ズーム と画像切 D 出しを組 
み合わせ拡大して撮影する(最 
大 33.5 倍)。 


© みない画素数のデータををい画素数に変 
換ずる処理を行わないために、これによ 
る画質の劣化はあ D ません。 


© [ ON ] のとを、[画像サイズ]は [ Ba ] な下 
に制限されます。 

© [ ON ] のとを、デジタルズームは使巧でを 
ません。 

© [ sA スーバーマク □] (P. 27) のとを、[ファ 
インズーム]は設定でをません。 

ムービー撮彰時の手ぶれを補正ずる 
[窓手ぶれ補正] 

曲（ムービーメニュー） ► 沒手ぶれ補正 

使巧可能な撮影 モー ド：曲 


サプ メニュー 2 

巧途 

OFF 

手ぶれ補正機能なしで撮影する。 

ON 

手ぶれ補正機能を使って撮影する。 


© 手ぶれび大さいとさや被写体の動をに 
よっては、補正でをないことびあ0ます。 


© CON ] に設定すると、みし拡大されて撮影 
されます。 
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静江画撮慕時に音声を録音ずる 
[静止画録音] 

む (撮影メニュー）►静止画録音 

使巧可能な撮影モード： P は UTO <(■)) SCN 


サブメニュー 2 

用途 

OFF 

録音しなし、。 

ON 

撮影媛、自動的に約4秒間録音 
する(撮影メモとしてコメント 
などを録音ずると便利でず)。 


© 録音ずるとさは、カメラの録音マイク 
( P . 6) を音源に向けて< ださい。 


ムービー撮慕時に音声を録音する 
[ムービー録音] 

» (ムービーメニュー） ► ムービー録音 

使用可能な撮影モード：货 


サブメニュー2 

用途 

OFF 

録音しなし、。 

ON 

ムービー■撮影時に録音ずる。 


© I ；ムービー録音]を!; ON ] にすると、デジタ 
ルズームのみ可能でず。光学ズームで撮 
影したい場合は、[ムービー録音]をに FF ] 
にして < ださい。 


アイコンの説明を表示ずる 
[アイコンガイド] 

〇 (撮影メニュー）►アイコンガイド 

使巧可能な撮影モード ： P iAuro « i )) SCN 

MAGIC M の 


ヴプメニュー2 

巧途 

OFF 

表术しない。 

ON 

撮影モードや撮影ファンクシヨ 
ンメニユーで選巧されたアイコ 
ンの説明を表示する（力ーソル 
を合わせ、しばらくすると説明 
び表おされます)。 
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メニユーの操作方巧は r メニユーで操作する j ( p . 4) をご篇ください。 


再生•編集-プリントに関連するメニユー 

静止画を自動再生ずる[スライドシヨー] 画像のサイズを変える[リサイズ] 

スライドショー 編集 ► リサイズ 


スライドショーをはじめるには 

因ボタンを巧すと、スライドショーびはじ 
まります。スライドショーを中止するには、 
应1 ボタンまたは MENU ボタンを巧します。 

1コマ送り/1コマ戻し：再生中に!>を巧 
すと1コマ送り、づを巧すと1コマ戻りま 
す。 

画像を補正する[かんたん補正] 

かんたん補正 

© 画儘によっては、補正効果び得られない 
場合があ0ます。 

の 補正により画像び粗くなることびありま 
す。 


ヴプ メニュー 1 

用途 

すべて 

[自動明るさ補正]と[赤目補正] 
を同時に行ラ。 

自動日月るさ補正 

逆光や光量不足などで暗くなっ 
た部分を明る < する。 

ホ目補正 

フラッシュ撮影で赤くなった目 
の色を補正する。 


① A ▽で補正項目を選び、应1ボタンを巧 
す。 

感づ!>で補正する画像を選び、应)ボタン 
を巧す。 

• 補正した画像び、別画像として巧をさ 
れます。 


サブメニュー2 

巧を 

B 640 X 480 

大さレサイズで撮った画像を、 
メール添付巧などのためにルさ 
い別画像として保をずる。 

B 320 X 240 


の <> で画像を選ぶ。 

@ A V でサイズを選び、回ボタンを押す。 


画像の一部を切0出ず[ト リミンク:7 

編集 ► 卜 US ンヴ 

の <>で画像を選び、应)ボタンを巧す。 
感ズームボタンで卜 U ミング枠の大きさ 
を選び、 A ▽づ!>で枠を移動する。 


感回ボタンを巧す。 

• 編集した画像び、別画像として保存さ 
れます。 
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画像を消去ずる[消去] 

消去 


サブメニュー1 

用途 

全コマ消去 

内蔵メモリまたはカードの画像 
ずべてを消去する。 

選択消去 

画像を1コマずつ選びなびら消 
去する。 

1コマ消去 

再生中の画像を消去する。 

中止 

画像の消去を中止ずる。 


® 内蔵メモリの画像を消去するときは、力一 
ドをカメラに入れないでください。 

© カード内の画像を消去ずるとさは、あら 
かじめカードをカメラに入れて < ださい。 

[をコマ消去]ずるには 

の AV で[全コマ消去]を選び、回ボタン 
を巧す。 

感 A ▽で[消去]を選択し、画ボタンを巧 
す。 

[選択消去]するには 

の A ▽で[選択消去]を選び、应1ボタンを 
巧す。 

感づ!>で画儘を選び、回ボタンを押して 
ゾマークをつける。 

. ズームボタンの w を巧ずと、画面びイン 
デックス表示に切り替わり、 AVO 
ですばや<画像を選おすることびでを 
ます。1コマ表示に戻るには T を巧しま 
す。 


V "マー ク 


感手順®を繰り返して消去する画像を選 
び、最後に MENU ボタンを巧す。 

な) A ▽で[消去]を還び、回ボタンを巧す。 

. マークをつけた画像び消去されます。 



画像データに巧刷設定を記録ずる 
[プリントホ約】 

B (再生メニュー）►プ IJ ント予約 

の「プ U ント予約 (DPOF) 」 (p. 43) 

© プ U ント予約はカードに記録された静止 
画だけに設定で走ます。 

画像を消去でまなし> ぶラにずる 
[プロテクト] 

囚（再生;ニュー） ► プ□テクト 


の プ□テクトされた画像は[1〕マ消妇 
( p . 22. 34)、[還お消去][全コマ消去] 
( P . 34) では消去で定ませんが、[内蔵メモ 
I 」初期化]/ [カード初期化] ( P .36) を行 
ラと消去されます。 

① <][> で画像を選ぶ。 

感应)ボタンを巧す。 

. 再度回ボタンを巧ずと、設定び解除さ 
れます。 

感必要に応じて手順の、感を繰り返し 
てプ n テクトする設定を続け、最後に 
MENU ボタンを巧す。 
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-で操作する J (P. 4) をご篇ください。 


画像を回乾させる[回起表示] 

B (再生メニュー） ► 回転表示 

の <][> で画像を選ぶ。 

感应)ボタンを押して画像を回転させる。 
感必要に応じて手順の、感を繰り返して 
他の画像にち続けて設定を行い、最後 
に MENU ボタンを巧す。 

© [回転表示]の設定は電源を切った後ち巧 
持されます。 

静止画に音声を追加ずる[録音】 

因（再生メニュー）►録音 

の <)[> で画像を選ぶ。 

感録音マイクを音源に向ける。 


録音マイク 



感[2!^]ボタンを巧す。 

• 録音びはじま0ます。 
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カメラの設定に関連するメニユー 


テータをちをに消ちずる 
柄蔵メモリ巧期値/ [力ード痴期化] 

VTi (設定 1) ►内蔵;>^モリ巧期似力ード初期化 

© 初期化の前には、大切なデータび記録さ 
れていないことを確認してください。 

©新し<購入したカード、他のカメラで使 
用したカード、バソコンなどで他の用途 
で使用したカードは、必ずこのカメラで 
初期化してからお使い < ださい。 


サブメニュー 2 

用途 

する 

内蔵メモ IP またはカードの画 
像データ（プ□テクトをかけた 
画像を含む)を完全に消去する。 

しなし'! 

初期化をキャンセルする。 


内蔵メモリを初期化するときは、力ードを取り 
出しておいて < ださい。 


内蔵メモ: J か5力ードへ画像をコピーずる 
[データコピ ー] 

VTi (設定 1)► データコピー 


サブメニュー2 

用途 

する 

内蔵メモリの画像データをカー 
ドにコピーずる。 

しなし'! 

コピーをキャンセルする。 


® データコピーは時間びかか D ます。デー 
タコピーの際には十分に残量びある電池 
をお使い < ださい。 


表示言語を巧り替える [ M ] 

VTi (設定 1)► M 


サブメニュー2 

用途 

_ in 

液晶モニタに表示されるメ 
ニユーやエラーメツセージの言 
語を選ぶ。 


© 「表示言語を切り替える」 ( p .17) 


撮慕機能を初期設定に戻ず[リセット] 

VTi (設定 1)► リセット 


ヴプメニュー2 

巧途 

実行 

政下の^ニュー機能を初期設定 
に戻す。 

• フラッシュ （ P . 27) 

• マク IlKp . 27) 

• セルフタイマー （ P . 27) 

• 露出補正 ( P . 28) 

• ホワイトバランス ( P . 28) 

• に 0 感度 ( P . 28) 

• 画像サイズ ( P . 29) 

•む (撮影メニュ ー） / 

扭（ムービーメニュ ー) 内の 
機能 （ P . 30 〜 32) 

中止 

現在の設定を残す。 


カメラと他の機器との接続方ミ去を選ぶ 
[ USB 接続モード] 

VTi (設定 1) ► USB 接続モード 


ヴプメニュー 2 

巧 送 

才 ー ト 

力^ラを他の機器と接続する 
と、設定方法の選が画面び表示 
される。 

スト レー ジ 

力^ラとパソコンを接続し、画 
像を鼠送するとさや PC 巧ソフ 
トウエア ( ib ) を使ラとをに設定 
する。 

MTP 

Windows Vista および 

Windows 7で PC 巧ソフトウエ 
ア ( ib ) を使わずに、画像を乾送 
するとをに設定する。 

プ U ント 

円 C 旧 ridge 対あプ1」ンタと接続 
するとをに設定する。 


PC 用ソフトウェア ( ib ) を使わずに画像 
をパソコンに取り込む 

このカメラは USB ストレージクラスに巧 
応しています。お使いのパソコンにインス 
トールされているアフ U ケーションで、画 
像データを扱ラことわでさます。 

動作環境 

Windows 2000 Professional/ 

Windows XP/Windows Vista/Windows 7 / 
Mac OSXvlO .3 腸 



-で操作する J (P. 4) をご篇くだをい。 


© USB ポートのあるバソコンでち、 iU 下の 
環境では正常な蘭作は保証されません。 

• 拡張カードなどで USB ポートを増設し 
たバソコン 

• 工場出荷時に 0S びインストールされて 
いないパソコン、および自作パソコン 


[ B ボタンで電源を入れる 
[再をボタン起動] 

VTi (設定 1) ►再生ボタン起動 


サプ メニュー 2 

巧途 

桓動する 

E を押ずと電源び入り、再生 
モードで起動する。 

起動しない 

電源は入0ません。電源を入れ 
るときは ON/OFF ボタンを巧し 
てくだごい。 


電源を切る前の攝彰モードを保持ずる 
[撮慕モード保持] 

VTi (設定 1) ►撮影モード保持 


サブメニュー2 

用途 

する 

電源を切ったとさの撮影モード 
を記憶し、次に電源を入れると、 
その撮影モードになる。 

しなし、 

電源を入れると、撮影モードは 
P モードになる。 


才ープニンク画面の表示を設定ずる 
[PW ON 設定] 

VTz (設定 2) ► PW ON 設定 


サブメニュー2 

用途 

OFF 

表 TJX しない。 

ON 

カメラ起動時にオープニング画 
面び表示される。 


カゾラの雷デ音を送ぶ. • 音量を調節する[音設定] 

VT 2 (設定 2) ► 音設定 


ヴプメニュー2 

サブメニュー3 

サブメニュー4 

用途 

消音モード11’2 

OFF/ON 

- 

[ON] に設定すると、カメラの電モ音(操作音、 
シャッター音、警告音)と再を音びオフにな 

操作音 

種類 

1/2/3 

(シャッターボタンを除く）ボタンの操作音と 
音量を選ぶ。 

音量 

OFF (無音)または 

2段階の音量 

シャッター 音 

種類 

1/2/3 

シャッターを切るときの音と音量を還ぶ。 

音量 

OFF (無音)または 

2段階の音量 

警告音 

OFF (無音)または 

2段階の音量 

- 

警告音の音量を選ぶ。 

再生音量 

OFF (無音)または 

5段階の音量 

- 

画像を再をするときの音量を選ぶ。 


[消音モード]び [ON] に設定されていても、画像再生中は么▽で音量を調節することびできます。 
[消音モード]び [ON] に設定されていても、テレビで画像を再生する場合は、音声を再生されます。 
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CCD と画像經理機能を調壁する 
[ピクセル7ツビング] 

VTz (設定 2) ►ピクセルマツピンヴ 

© この機能は、すでに工場出巧時に調璧済 
みのため、お買い上げ後すぐに調整ずる 
必要はありません。調整は、年に一度を 
目安として巧ってください。 

0最適な効果を得るため、撮影-再生直後 
より約1分凹上時間を置いて実行してくだ 
さい。処理中にカメラの電源を切ってし 
まったとさは、必ずちラー度実行して< 
ださい。 


液晶モニタの巧るさを調整する 
[モニタ調整] 

VT 2 (設定 2) ► モニタ調整 


ヴプメニュー2 

巧途 

明るい/標準 

周囲の明るさにあじて、見やす 
い液晶モニタの明るさを選ぶ。 


日が.時刻を設定ずる [ B 時設定] 

VT 2 (設定 2) ► 曰時設定 

© 「曰時と地域を設定ずる」 （ P . 1日) 


CCD と画像処理機能を調整するには 

[スタート](サブ;>(ニュー 2) 表示中に回 
ボタンを巧す。 

• カメラび CCD と画像処理機能のチェックと 
調整を同時に巧います。 


曰付の表示順唐を選ぶには 

の r 分」の設定媛に!>を巧し、 A ▽で日付 
の表示順唐を選ぶ。 



自宅と訪問巧を設定して日時表示を切り替える[ワールドタィム] 

VTz (設定 2) ► ワールドタイム 

© [日時設定]を設定していないと、[ワールドタイム]は設定できません。 


サブメニュー2 

サブメニュー3 

用途 

自宅/訪問先 

ホ 

サプ^ニュ ー2 の A (自宅)に設定した地域の日時を表おする。 

ザ 

サプ^ニュー2のイ（訪問巧)に設定した地域の日時を表おする。 

ホ‘1 

- 

ホ（自宅)に設定ずる拙域を選ぶ。 

ィ.じ 

- 

イ（訪問先)に設定する地域を選ぶ。 


’ 1 サマータイムを実施している地域の場合、 A ▽で[サマータイム]の設定びできます。 

’ 2 地域を選択すると、カメラび自動的にホ（自宅)との時差を計算し、夕（訪問先)の曰時を設定します。 
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テレビにをわせて巧像信号方式を選ぶ[ビデオお力] 

VT 2 (設定 2) ► ビデオ出力 

の 国と地域により、テレビの映像信号ち式は異なります。テレビでカメラの画像を再生する前に、 
接続するテレビの映像信号方式と同じち式を選びます。 


ヴプ メニュー 2 

用途 

NTSC 

日本、北米、台湾、韓国などで力^ラをテレビに接続して再生する。 

PAL 

ヨー□ッパ諸国、中国などで力^ラをテレビに接続して再生する。 


カメラの画像をテレビで再生するには 

のカメラで、接続するテレビの映像信号方式と同じ方式を選ぶ （[ NTSC ] / [ PAL ])。 
感テレビとカメラを接続ずる。 



感テレビの電源を入れて r 入力」を r ビデオ(カメラを接続した入力端子)」に切り替える。 
© テレビの入力切り替えについては、テレビの取扱説明書をご覧ください。 

@尼]ボタンを巧して、づ!>で再をする画像を選ぶ。 

© テレビの設定によっては、画像や情報表示の一部び欠けて見えることびあります。 


使わないとまに電池の消費を抑える 
[節電モード] 

VTb (設定 3) ► 節電モード 


ヴプ メニュー 2 

用途 

OFF 

[節電モード]を解除する。 

ON 

撮影中に約10秒間力^ラを操 
作しないとさ、液晶モニタを自 
動的に消すなどして電池の消費 
を抑える。 


節電モードから復帰するには 

いずれかのボタンを操作します。 


使用する電池の種類を設定ずる [ mm 設定] 

VTs (設定 3) ► 電池設定 


サブメニュー2 

巧途 

アルカリ 

アルカ1」電池を使用ずるとさに 
設定しまず。 

ニッケル水素 

ニッケル水素電池を使用ずると 
きに設定します。 


( Z ) [アルカ1」]に設定した状態で、電池残量 
のみなレニッケ j レ水素電池を使巧すると、 
カメラの電源び入らない摇合びあ0ます。 

の [ニッケル水素]に設定した状態でアル 
力 I 」電池を使巧すると、電池残量警告 
(P.14) び表示されずにカメラの電源び切 
れる場合びあ0ます。 
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プ u ントする 


タイレクトブ y ント 
(PictBridgei) 

PictBridge 対応プ U ンタにカメラを接続し 
て、撮影した画像を直接プ I 」ントずること 
びでをます。 

お使いのプ U ンタび Pic 旧 ridge に対応して 
いるかどラかは、プリンタの取扳説明書で 
ご確認ください。 

円 ctBridge とは、異なるメーカーのプリン 
夕とデジタルカメラを接続し、画像を直接 
プ I 」ントずることを目的とした規格です。 

© このカメラで設定できるプリントモ…ド、 
用紙サイズなどの設定]!目は、お使いの 
プ U ンタによって異なります。プリンタ 
の取振説明書でご確認ください。 

© プ U ントできる用紙の種類、用紙やイン 
クカセットの取り付けちは、お使いのプ 
リンタの取扱説日月書でご確認ください。 


プリンタの標準設定で画像を 
プ£/ントする/■かんたんプ£/ン M 

の [セットアップ]メニューの 山 SB 接続 モー 
ド]を[才ート]または[プリント]に設定し 
て < ださい。 

「メニューで操作する」 （ P . 4) 


1 プ U ントする画像を液晶モニタに表示 
する。 

の「撮った画像を再生する」 (p.21) 


2 プ U ンタの電源を入れてから、プリン 
夕と力 ラを接続する。 



4 続けてプ U ントするとをは、 づ !>で画 
像を選び、应)ボタンを巧す。 

プリントを終了するには 

画像選択の画面び表示された状態でカメラ 
とフリンタから USB ケースレを抜きます。 
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プ y ンタの設定ををえてプリント 5 AV で[フチ]/扮割数]の設定を選び、 

するIカスタムプリント] 回ボタンを巧す。 


1 忱、んたんプ U ント](口.40)の手順1、 
2を行ラ。 


2 回ボタンを押してプ U ントをはじめる。 


3 A ▽でプリントモードを選び、回ボタ 
ンを巧す。 



ヴプ メニュー 2 

用途 

プ U ント 

手順6で選がする画像をプ1」ン 
卜する。 

全コマプ U ント 

内蔵^モ1」/力ード内の全画像 
をプ1」ントする。 

マルチプ U ン h 

1枚の用紙に同じ画像を複数レ 
イアウトしてプ1」ントする。 

全コマ 
インデックス 

内蔵^モ1」/力ード内の全画像 
をインデックス(一覧)形式でプ 
1」ントする。 

予約プリント’ 1 

プ1」ント予約の内容にしたびつ 
てプ U ントする。 


プ U ント予約された画像びないとをは、[予約 
プリント]は選択できません。「プリント予約 
( DPOF )」( p . 43) 


4 A ▽で[サイズ](サブメニュー 3) を 選 
び、>を押す。 

の [プ U ント巧紙設定]画面び表おされない 
と定は、[サイズ]と[フチ]/ [分割数]は 
プリンタに固有の標準設定でプ U ントさ 
れます。 



サブメニュー 4 
(フチ/分割数） 

用途 

有り/巧し '1 

用紙の周辺にを白をつけてプリ 
ントする(有り）。 

巧紙いっぱいにプリントする 
(無し)。 

(分割数は 
プリンタにより 
異なる） 

手順3で[マルチプ I 」ント]を選 
んだときのみ、分割数を還ぶ。 


還択でさる[フチ]の設定はプ U ンタによって異 
なります。 

の 手順 4 、5で阻標準設定]を置おすると、 
プ U ンタに固有の標準設定でプ U ントさ 
れます。 


か 

プリントの 

1枚モ巧 A 

詳細予約 ▼ 


6 <II> で画像を選ぶ。 


7 表示している画像をプ U ント予約する 
とさは、 A を押す。 

表示している画像の詳細設定を行ラと 
きは、▽を押す。 

詳細な設定を行うには 

ので設定を巧い、回ボタンを巧 
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サブ 

メニユ ー5 

サブ 

メニユ ー6 

用途 

プリント 

枚数 

〇〜10 

プ U ントする画像の枚 
数を置ぶ。 

日付 

有り/巧し 

画像に曰付をプ1」ント 
する馆り）。 

画像に曰付をプ U ント 
しなし、(無し)。 

ファイル名 

有り/巧し 

画像にファイル名をプ 

U ントする(有り）。 
画像にファイルちをプ 

1」ントしない(無し）。 

卜 IJS ング 

(設定画面 
に進む） 

画像の一部を置んでプ 

U ントする。 


画像の一部を切り出すには 
[卜にング] 

①スームボタンで卜 U ミング枠の大きさ 
を選び、 A7<ll> で枠を移動した後、 
应1ボタンを巧す。 


卜にング枠 



感 A ▽で[決定]を選び应)ボタンを押ず。 



8 必要に応じ手順6、7を繰り返して、プ 


リントする画像の選択、詳細設定、 
[1 枚予約]をする。 



10 A ▽で[プ U ント]を選び、回ボタンを 
押す。 

• 画像のプ I 」ントびはじまります。 

• 全コマプ U ントモードの場合、[オプション 
設定]を選択すると、[プリント情報設赶画 
面び表示されます。 

• プ I 」ントが終了すると、[プリントモード選 
巧]画面び表示されます。 


全コマプリント 
マルチプリント 





プリントを中止するには 

の [ USB ケースレをおかないでください]の表 
お中に MENU ポタンを巧し、 A ▽で[中山 
を選び、因ボタンを巧します。 



11 MENU ボタンを押す。 


12 山 SB ケープルを损いてください]び表 
おされてから、力ラとプリンクから 
USB ケースレを抜く。 
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プリント巧約 ( dpofV 

プ U ント予約とは、カード内の画儘にプリ 
ントする枚数や曰付を印刷する指定を記憶 
させることです。パソコンや力;><ラびな 
<てち、プ U ント予約したカードだけで、 
DPOF 対応のプリンタや DPOF 対応のプ1」 
ントショップで簡単にプ U ントすることび 
でさます。 

DPOF とは、デジタルカ^ラの自動プ I 」ン 
トアウト情報を記録するための規格です。 

© プリント予約は、カードに記録された画 
像にのみ設定ずることびでをます。あら 
かじめ画儘び記録されているカードを力 
方ラに入れてからプ IJ ント予約をしてく 
ださい。 

© 他の DPOF 機器で設定した DPOF 予約内 
容をこの力^ラで変更することはで定ま 
せん。予約した機器で変更して<ださい。 
また、このカメラで新たに DPOF 予約を 
巧ラと、他の機器で予約した内容は消去 
ごれまず。 

© DPOF 予約で予約で定る枚数は、1枚の 
力ードにつを999画像です。 


1コマずつプ y ントホ約ずる 
[ロマぞ約] 


1 [セットアッスメニューを表示する。 
の 「メニューで操作する」 （ P . 4) 

2 因（再生メニュー)の[プ I 」ント予約] 
を選び、回ボタンを押す。 



3 AV で [1 コマ予約]を選び、回ボタン 
を押す。 



4 <]> で予約する画像を、 A ▽でず約す 
る枚数を選び、回ボタンを巧す。 



5 AV で[曰時プ U ント]画面での設定を 
選び、应)ボタンを押す。 


サブメニュー 2 

巧途 

無し 

画像のみをプ U ントずる。 

曰付 

画像と撮影年月曰をプ U ントす 
る。 

時刻 

画像と撮影時刻をプ IJ ントず 
る。 



6 AV で[予約する]を選び、回ボタンを 
押す。 
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力ー ド巧の画像ををて1枚ずつ 
プリントホ約ずる[をコマ巧約] 

1 [1 コマ予約] (P. 43) の手順1、2を行う。 

2 A ▽で [全 コマ 予約]を選び、应)ボタン 
を巧す。 

3 [1 コマ予約]の手順5、6を巧ラ。 

すべてのプ y ン h 予約を解孫する 

1 [1 コマ予約] (P. 43) の手順1、2を行う。 

2 A ▽で [1 コマ予約]、[全コマ予約]のい 
ずれかを選び、回ボタンを押す。 


力ードプリント予巧 

前回の予約が有ります 

おする 
解除しない 


戻る圓 ミ夫定の 


3 A ▽で[解除する]を選び、回ボタンを 
巧す。 


1コマずつプ y ントホ約を 
解炼する 

1 [1 コマ予約] (P. 43) の手順1、2を巧う。 

2 A ▽で [1 コマ予約]を選び、回ボタン 
を押す。 

3 A ▽で[解除しなし、]を選び、回ボタン 
を押す。 

4 で予約を解除する画像を選び、 

A ▽で予約する枚数を「0」にする。 

5 必要に応じて手順4を繰り返し、最後に 
匹)ボタンを押す。 

6 A ▽で[日時プリント]画面での設定を 
選び、回ボタンを押す。 

• プ I 」ント予約の設定び残っている画像に、 

選巧した設定び適用されます。 

7 A ▽で[予約する]を選び、回ボタンを 
巧す。 


44 JP 






龜、 方のヒント 


思い通りに操作でをない、画面にメッセー 
ジび表示されるびどラして良いかわからな 
いとをは、じ(下を参考にしてください。 


ぶ障かな？とおつた5 


電池 

「電池を入れてらカメラが動かない J 

• 新しい電池または充電された充電池を正し 
い向をで入れる。 

「電池と SD / SDHC メモリーカード(別売)を 
入れる」 （ P .14) 

• [電池設定]び[アルカ IJ] のとさ、電池残量 
の少ないニッケル水素電池を使用すると、 
カメラの電源び入らない場合びあります。 
電池を十分に充電して、[電池設定]を [ニッ 
ケル水素]に設定してください。 

[電池設定] ( p . 39) 

• 寒さのため一時的に電池のせ能びお下して 
いることびあります。力^ラから電池を一 
度取り出し、ポケットに入れるなどして少 
し温めます。 


力ード•内蔵ゾモリ 

「メッセージが表示される」 

「エラーメッセージ」 （ P . 46) 


シサツタ—ポタン 

r 撮影でをない」 

• ス U - プモードを解除する。 

カメラは電源オンの状態で、何も操作しな 
し化3分禮にス I 」 ー プモードと呼ばれる省 
電力状態に入り、液晶モニタは自動的に消 
打します。この状態でシャッターボタンを 
全押ししてち撮影でをません。ズームボタ 
ンやその他のボタンを操作して、カメラを 
ス I 」ープモードから復帰させてから撮影し 
ましよラ。さらに12分放置すると 、た乂ラ 
は電源オフの状態になります。 ON / OFF ボタ 
ンを押して電源を入れて < ださい。 

• 因 ボタンを巧して、撮影モードに切り替え 
る。 

. > (フラッシュ 充電)アイコンの点滅び消え 
るのを待って撮影する。 


液晶モニタ 

r 周こくぃ」 

• 結露‘ 1 び起こっている可能性びあるので、電 
源を切り、カメラ全体びまわりの温度にな 
じんで乾燥するのを待ってから撮影する。 
寒いところから急に暖か < 湿った部屋な 
どに入れたとさに露びでさること。 

晒面に縦スジが入る J 

• 晴天下など非常に明るレ被写体にカメラを 
向けると、画面に縦スジび入る場合びありま 
す。撮影した静止画にはスジは写りません。 

r 撮影した画像に光が写っている」 

. 夜間にフラッシュを諾光させて撮影ずると、 
空気中のほこりなどに光び反射して、画像 
に写りこむことびあります。 


日時機黯 

r 設定した曰時が元に戻った」 

• 電池を振レた巧態で約1曰間’ 2 ；政置すると、 
日時の設迅ま初期設定に戻ります。設定し 
直して < ださい。 

•ュ 初期設定に戻るまでの時間は、電池を乂 
れ替えてからの時間によって異なります。 
「曰時と地域を設定する」 Cp .16) 

その他 

r 撮影時にカメラ内部か5音がずる」 

• 撮影可能が態ではオートフォーカス動作を 
斤っているため、カメラを操作しなくても 
レンスを動かしている音びすることびあり 
ます。 
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エラータツ七ージ 


® 液晶モニタに凹下のメッセージび表示さ 
れたときは、凹下の内容を確認してくだ 
さい。 


エラー 

メ ッ セージ 

問題を解巧ずるには 

の 

この力ードは博用 
でをません 

カードの問題 

新しいカードを入れまず。 

の 

書さ込み禁止に 
なつていまず 

カードの問題 

力ー ドの書き込み禁止スイツチ 
び 「 LOCKJ になつています。ス 
イッチを戻して解除してくださ 
い。 

丘] 

撮影可能枚数が 

0でず 

内嵐メモ U の問題 
-カードを入れまず。 

. 不要な画橡を消ましまず。‘ 1 

の 

內蔵メモ U に残量 
びあ0ません 

の 

撮影可能枚数び 

0でず 

カードの問題 
-カードを交換します。 

. 不要な画像を消ましまず。‘ 1 

の 

カード巧量が 
ありません 

でードセットアップ 

にだ？_ — J 

でード巧 田 化 

S 定の 

カードの問題 

A ▽で[カード初期化]を選び、 

应)ボタンを押します。続けて 

A ▽で[する]を選び、因ボタン 
を巧します。‘ 2 


* モリセツトア7ブ 

1¢ か7 1 

内*；*モリ扣 B 化 

a 定囚 

内嵐メモリの問題 

A ▽で[内蔵メモ IJ 巧期化]を選 
び、凶ボタンを押します。続け 
て A ▽で[する]を選び、凶ボタ 

ンを巧します。で 


画像び記録されて 
いません 

内蔵メモ U / カードの問題 
撮影してから再生します。 

m 

この画像は再ま 
でさません 

選んだ画像の問題 
画像ソフトなどを使いパソコン 
で再生します。それでを再生で 
きないとをは、画像ファイルの 
一部び壊れています。 


m 

この画橡は編集 
でをません 

選んだ画橡の問題 

画橡ソフトなどを使し V (ソコン 
で編集します。 

D 

電池残量が 

ち 0 ません 

電池の問題 

• 新しい電池を入れます。 

-充電池のと击は、充電します。 

か、べ 

接続されて 
いません 

接続の問題 

カメラとパソコンまたはフリン 
夕を正しく接続しまず。 

基 

用紙び 
あ 0 ません 

プ U ンタの問題 

プ U ンタに用紙を巧充しまず。 

◎ 

インクび 
あ 0 ません 

プ U ンタの問題 

プ U ンタにインクを補充します。 

: At 

紙づま〇でず 

プ U ンタの問題 

紙ゴま〇を解消しまず。 

プ U ンタの設定が 
変更されました’ 3 

プ U ンタの問題 

フ U ンタを使用でをる状態に戻 
します。 

岛 

プ U ンタ エラー です 

プ U ンタの問題 

カメラとフ U ンタの電源を切り、 
フ U ンタの状態を確認してから 
ちラー度電源を入れ直します。 

の 

この画像はプ U ント 
でをません’ 4 

選んだ因橡の問題 
パソコンなどを使いフリントし 

ます。 


’ 1 大切な画像は消す前にパソコンに取り込んでく 
ださい。 

’ 2 データはすべて消去されます。 

’ 3 プ U ンタ側で用紙カセツトを取り出すなどの操 
作をすると表示されます。プ U ントの設定中は、 
プリンタの操作をしないでくださし)。 

’ 4 他のカメラで撮影した画像などでは、プ1」ント 
でをないちのびあります。 
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擴 m のヒント 

イメージした通りに写真を撮るための撮影 
方法びわからないときは、切下を参考にし 
て < ださい。 


ピントを合わせたいちのび 
中央にない 



ピント 


广つ 

1__1 手ぶれ 


(巧}) 


r 狙ったちのにピントを合わせたし、」 


r ぶれない写真を撮りたい」 


• 画面の中む 1 U かにある被写体を撮る 

被写体と同じ距離にあるものにピントを合 
わせたあと、構図を決めて撮影します。 

半押し (P. 18) 

• [AF ち式] ( P .31) を[顔検出 mESP ] にす 
る 

• [自動追尾] ( P . 31) で撮る 

動いている被写体に自動でピントを合わせ 
続けて撮れます。 

• オートフオーカスび苦手な被写体を撮る 
な下のとをは、被写体と同じ距離にあるコ 
ントラストのはつをりとしたちのにピント 
ををわせたあと（シャッターボタン半巧し）、 
構図を決めて撮影します。 


• ((か モード ( P . 24) を使って撮る 

• 撮影シーンを义（スポーツ）にずる （ P . 24) 
ち k (スポーツ）を選ぶと、速いシャッター 
スピードで撮影でさるので、被写体ぶれに 
ち有効でず。 

• 高いに0感度で撮る 

高い ISO 感度を選ぶと、フラッシュを使え 
ない場所でち速いシャッタースピードで撮 
影でさます。 

「撮影感度を選ぶ(に〇感度)」 (p. 28) 

露出(巧るを) 細 


コントラストびはっさり 
しない被写体 


画面中央に極端に日月るい 
をのびあるとさ 


縦線のない被写体‘ 1 



r イメージ通りの明るさで撮りたい」 

• [強制黄光] Cp. 27) フラッシュで撮る 

逆光でち被写体び暗<ならずに撮れます。 

• 露出補正 ( P . 28) して撮る 

画面を確認しなびら日月るさを調節して写し 
ます。通常、白い被写体(雪など)を撮影す 
ると実際より暗く写ってしまいますび、プ 
ラスに補正ずると見たままの白を表現する 
ことびでさます。黒い被写体を撮影すると 
きは、逆にマイナスに補正すると効果的で 
す。 


ちさい WB 


カメラを縦位置に構えてピン h を合わせてか 
6、横位置に戻して撮影するのち効果的です。 


違い被写体とおいをのび 
混在するとさ 


Oil 


r 見た目と同じ色で撮りたい」 

• ホワイトバランス ( P . 28) を還んで撮る 

通常は [ WB 才ート]でほとんどの環境を力 
バーしますび、被写体の条件によっては設 
定を変えて試してみるほうび良いことびあ 
D ます。（晴天下の曰陰や、自然光と照明光 
び混ざってあたるとき、など） 


動さの速い被写体 
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画質 


再生•編集のヒント 


「をめ細かい写真を撮0たい」 

. 光学 ズームで 撮る 

デジタルズーム （ P . 20) を使わないで撮影 
します。 

• ほい旧〇感度で撮る 

に 0感度を高くすると、ノイズ(本来そこに 
はなし M まずの色のかさな点や色むら）び発生 
し、画像が粗く見えます。また低いと定よ 
りは粗くなります。 

「撮影感度を置ぶ 0 SO 感度)」 ( p . 28) 

電池 iTh ) 


r 電地を長持ちさせたい」 

• L ソ下の操作は実際に撮影しなくても、電地 
をミ肖耗するので、なるべく避ける 
• シャッ ターボタンの半巧しを繰り返す。 
• ズーム操作を繰り返ず。 

• [節電モード] ( P .39) をに N ] にする 


巧を R 


r 内蔵メモリ、またはカード巧の画像を再 
生したい」 

• 内蔵メモリ巧の画像を再生するときは、力一 
ドを巧く 

「電池と SD / SDHC ^ モリーカード(別売)を 
入れる」 （ P .14) 



r 静止画に録音済みの音声を消したい」 

• 画像の再生時に、静かなところ（無音げ態） 
で追加録音をする 
臨音] ( P . 35) 
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資料 


ア フターサー ビス お手入れ 


• 保証書はお買い上げの販売店からお渡しいたし 
ますので「販売店名-お買い上げ曰」等の記入さ 
れたちのをお受け取りください。ちし記入ちれ 
びあった場合は、ただちにお買い上げの販売店 
へお申し出くださレ。また保証内容をよくお読 
みの上、大切に保管してください。 

• 本製品のアフターサービスに関するお問い合ね 
せや、万一故障の場合はお買い上げの販売店、 
当社修理 センター、 または サービスステーショ 
ンにごネ目談ください。取扱説明書にしたびった 
お取扱いにより、本製品び万一故障した場合は、 
お買い上げ日より満1ヶ年間 r 保証書」記載内容 
に基づレて無料修理レたします。 

• な証期間経過後の修理等については原則として 
有料となります。 

. 当カメラの補修巧性能部品は、製造打ち切り後 
5年間を目をに当社でな有しております。した 
びって本期間中は原則として修理をお受けいた 
します。なお、期間後であってち修理巧能な場 
合ちありますので、お買い上げの販売店、当社 
修理センター、またはサービスステーションに 
お問い合わせください。 

• ミ毎列で故障■不具合び生じた場合は、才 U ンバ 
ス巧理店リストに記載の⑩マークび付いた販売 
店•サービスステーションまでご巧頼ください。 

• 本製品の故障に起因ずる付随的損害(撮影に要 
した諸費用、および撮影により得られる利益の 
喪失等)については補償しかねます。また、運 
賃諸掛かりはお客様においてご負担願います。 

• 修理品をご送付の場合は、修理箇所を指定した 
書面を同封して十分な個包でお送りください。 
また控えび残るよう宅配便または書留ル包のご 
利用をお願いします。 


カメラの巧側 

. 柔らかレ巧でやさし<巧いて<ださい。巧れび 
ひどレ墙合は、ラすめた低刺激のせっけん水に 
巧を浸して、固く絞ってか6、巧れを拭を取0 
ます。そのあと、乾いた巧でよ<拭をます。海 
辺でカメラを使巧した攝合は、真水に浸した巧 
を固く絞ってなさ取0まず。 

液晶モニタ 

• 柔らかい巧でやさしく巧さます。 

レンズ 

• レンズプ□ワー(市販)でほこりを蚊を}ムって、 
レンズク U —ニングペーバーでやさし<拭をま 
す。 

® 絶対にベンジンや アルコール などの強い 
溶剤や化学雑巾を使わないで<ださい。 

© レンズを巧れたままにしておくと、カビ 
びをえることびあ0ます。 
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カメラの保管 

• カメラを長期間使巧しないとさは、電池やカー 
ドを取0外してから風通しびよく涼しい乾燥し 
た場所に保管して < ださい。 

• 保管期間中でち、とさどさ電池を入れてカメラ 
の動作を確かめて < ださい。 

の 薬品を撮うような場所での巧管は腐食な 
どの原因になるため避けてください。 


電池につぃて 

• このカメラでは、巧の電池を1ま巧することがで 
をます。巧途に合わせてお選びくださレ。 

単3おアルカリ電池 

撮影可能枚数はお使いの電池の銘柄や使用条件 
によって大さく変わります。 

単3おニッケル水素電地 
当社製ニッケル水素電池は充電することで繰り 
返し使巧で定るので経済的です。詳しくは、充 
電器に付属の取扱説明書をお読みください。 
の; 主意： 

指定け外の電地を使巧した場合、爆発 
(または破裂)の危険があります。 

使巧済み電池は取扱説明書 ( P . 55) に従っ 
て廃棄して < ださい。 

• け下の電地は使用でさません： 

リチウム電池パック ( CR - V 3) / 

単3マンガン電地/単3オキシライド電池/ 

単3リチウム電地 

• カメラの消費電力は、使巧条件などにより大定 
く異なります。 

• け下の条件では撮影をしなくてち電力ををく消 
費ずるため、電地の消費が早くなります。 

. ズーム動作を繰0返す。 

• 撮影モードでシャッターボタンを半巧しし 
て、オートフォーカス動作を繰0返す。 

• 長時間、液晶モニタで画像を表示する。 

. バソコンやプリンタとの接続時。 

• 電油の寿帯は、お使いの電池の種類、メーカー、 
カメラの使用条件などにより大きく異なりま 
す。同様に条件により、電池残量警告び表おさ 
れずにカメラの電源び切れる場合や、逆に電池 
残量警告び早めに表示される場合びあります。 
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SD / SDHC ゾモリーカード 
(力ード)を使5 

カード(および内蔵;><モリ）は、撮影画像を 
記録するためのフィルムにあたるもので 
す。記録された画儘(データ）は、削除やパ 
ソコンでの加工を自由にでをます。内蔵;>< 
モリは力ラから取り出したり、交換する 
ことびでをませんび、カードはカメラから 
取り出したり、交換することびでをます。 
また容量の大きなカードを使用すると、記 
録できる枚数を増やすことびでさます。 

SD/SDHC メモリーカードの書ま込み禁止 
スイツチ 

SD / SDHC メモ U —力ード本体は書き込み 
禁止スイッチを備えています。スイッチを 
「 LOCK 」 側にしておくと、カードへの書き 
込みやデータの削除、初期化びでをなくな 
ります。スイッチを戻すと書を込み可能に 
なじます。 



このカメラで巧用でをる力ード 

SD / SDHC メモ U - 力ード 

(最新情報は当社ホームページをご確認く 

ださい。） 



新しいカードを巧ラと去には 

新しく購入したカード、他のカメラで使巧 
したカード、パソコンなどで他の用途で使 
用したカードは、必ずこのカメラで初期化 
してからお使いください。 

[内蔵メモリ初期イヒ]/ [カード初期化] 

( p . 36) 


画橡の巧巧巧を確認ずる 

内蔵メモ1」またはカードのどちらを使用し 
て撮影.再生しているか、液晶モニタで確 
認できます。 


I o^mmm 値激 

再生モード 

© [内蔵メモ U 初期化]/ [カード初期化]や 
[1〕マ消去]、[選択消去]、[全コマ消去] 
を行ってち、カード内のデータは完全に 
は消まされません。廃棄ずる隙は、カー 
ドを破壊するなどして個人情報の流出を 
防レで <ださい。 

カードの読み出し/書去込み動作 

撮影時のみ、データの書さ込み中に使用メ 
モ IJ 表示びホ<点灯します。データの書さ 
込み中は絶対に電池/カードカノ（一を開け 
たり、 USB ケースレを抜いたりしないで 
ください。撮影した画像び破壊されるだけ 
でなく、内蔵メモリまたはカードび使巧で 
さなくなることびあります。 



ホ < 点な 


使用メモリ表示 

旺 J :内蔵メモリ使用 
固：力ード使巧 


使用メモ U 表示 
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巧商メモリと SD/SDHC メモリーカードの撮霞可能が酱((静止画）/連続撮影可能時巧(ムー 
ビ ー) 

© 撮影可能枚数および連続撮影可能時間は目安です。実際の撮影可能枚数および連続撮影可能時間 
は、撮影条件や使巧する力ードによって異なります。 


静止画 


画橡サイズ 

圧縮モード 

I 撮影可能枚数 I 

内鼠メモリ 

SD/SDHC メモ! J - 力ード 
(1 GB の場合） 

音声あり 

音青なし 

音声あ0 

音声なし 

mii 4288 X 3216 

Fine 

2枚 

2枚 

123枚 

123枚 

N お M 

4枚 

4枚 

242枚 

244枚 

拉 a 3264 X 2448 

Fine 

4枚 

4枚 

209枚 

211枚 

N お M 

7枚 

7枚 

406枚 

414枚 

EM 2560 X 1920 

Fine 

扫枚 

6枚 

334枚 

340枚 

N お M 

12枚 

12枚 

637枚 

658枚 

函 2048 X 1536 

Fine 

10枚 

10枚 

536枚 

545枚 

N お M 

20枚 

20枚 

1,044枚 

1,081枚 

励 1600 X 1200 

Fine 

16枚 

17枚 

865枚 

890枚 

N ホ M 

31枚 

34枚 

1,637枚 

1,781枚 

iBI 1280 X 960 

Fine 

25枚 

26枚 

1,316枚 

1,376枚 

N お M 

46枚 

52枚 

2,422枚 

2,753枚 

圆 640 X 480 

Fine 

82枚 

…5枚 

4,326枚 

5,506枚 

N お M 

145枚 

193枚 

7,569枚 

10,094枚 

屈0 1920 X 1080 

Fine 

15枚 

15枚 

797枚 

829枚 

N お M 

29 枚 

31 枚 

1,553枚 

1,637枚 


ムービー 


画橡サイズ 

フレーム 

レート 

I 連続撮影可能時間 I 

巧蔵メモリ 

SD/SDHC メモ! J - 力ード 
(1 GB の場合） 

音声あり 

音青なし 

音声あ0 

音声なし 

H 640 X 480 

画 

9 砂 

9 砂 

8 分 34 砂 

8 分: 36 秒 

画 

19 秒 

19 秒 

17 分 4 秒 

17 分 13 秒 

圆 320 X 240 

画 

27 秒 

27 秒 

23 分 49 秒 

24 分 6 秒 

陋 

53 秒 

55 秒 

47 分 5 砂 

48 分 12 秒 


® 力ードの容量に関わらず、一度に記録できるムービーの最大ファイルサイズは、 2 GB までになり 
ます。 


撮影巧数を増やすには 

不要な画像を消去するか、カメラをパソコンなどに接続して画像を保巧してから、内蔵メモリ/ 
力ードの画像を消去します。 [1 コマ消去] (P. 22、34)、[選択消去] (P. 34)、[全コマ消去] 
( p . 34), [内蔵メモ I 」初期化]/ [カード初期化] (P. 36) 
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安をにおほいし、ただ < ために 


ご巧用の前に、この内容をよ<お読みのラ 
え、數品を安をにお度いください。 

ここにおした注意事項は、製品を正しくお 
使いいただを、お客様や他の人々への危害 
と財産の損害を未然に防止するためのわの 
です。内容をよく理解してから本文をお読 
みください。 


A 

この表示を無視して誤った取り扱いをす 
ると、人び死亡または重傷を負ラ差し 
迫った危険の発生び想定される内容を示 
しています。 

を巧 

A 

この表示を巧視して誤った取り扱いをす 
ると、人び死亡または重傷を負ラ可能'性 
び想定される内容をおしています。 

警告 

A 

ミち意 

この表おを無視して誤った取り扱いをす 
ると、人び傷害を負ラ可能性び想定され 
る内容および物的損害のみの発生び想定 
される内容をおしています。 


製品の取日扱いについてのごミモ意 

A 警告 

. 可燃'性ガス、爆萬 I 性ガス等び大気中に巧をずる 
おそれのちる場所では使用しなし、 

引火-爆発の原因となりまず。 

• フラッシュや LED を入(特に乳か旧)に向けて至 
近距離で强光させない 
• カメラで曰巧や強い光を見ない 
視力障害を定たすおそれびあります。 

• 幼旧、子供の手の届く場所に放置しない 

(下のよラな事故び発生するおそれびあります。 
•誤ってス h ラップを首に巻をつけ、窒息を起 
こす。 

• 電池などの小さな付属品を飲み込む。万一飲 
み込んだ場合は、直ちに医師にご相談<ださ 
い。 

• 目の前でフラッシュび発光し、視力障害を起 
こす。 

. カメラの動作部でけびをする。 

. ほこりや湿気、油煙、湯気のるい場所で長時間 
使用した0、保管しない 
火災-感電の原因となりまず。 

. フラッシュの萬巧部分を手で覆ったまま萬巧し 
なし、 

• 連続萬光を、萬巧部分に手を軸れない 
やけどのおそれびあ0ます。 


• 分解や改造をしない 

感電-けびをするおそれびあ0ます。 

• 巧部に水や異物を入れない 

火災-感電の原因とな D ます。 

万一水に落とした D 、 内部に水や異物び入った 
ときは、すぐに電源を切り電池を巧き、販売店、 
当社修理センター、またはサービスステー ショ 
ンにご相談ください。 

• 通電中の巧電器、巧電中の電池に長時間細れな 
い 

充電中の充電器や電池は、温度び高くなります。 
長時間皮膚び軸れていると、ほ温やけどのおそ 
れびあ0ます。 

• 専巧の当社製巧電式電池と巧電器 LU 巧は博巧し 
ない 

発熱、変形などにぶ D 、 义災■感電の原因とな 
0ます。またカメラ本体または電源び故障した 
0、思わめ事故びおさる可能性びあ0ます。専 
用品が外の使巧にぶ D 生じた傷害は補償しかね 
まずので、ご了承<ださい。 

• SD/SDHC メモリーカードけ夕+は、絶巧にカメ 
ラに入れない 

その他のカードを誤って入れた場合は、無理に 
取り出さず、当社修理センター、またはサービ 
スステーションにご相談ください。 

A を意 

. 異臭、異常音、煙が出た D ずるなどの異常を感 
じたとをは使用を中止ずる 

火災-やけどの原因となることびあ0ます。 
やけどに注意しなびらずぐに電池を取0外し、 
販売店、当社修理センター、またはサービスス 
テーションにご連絡ください。 

(電油を取り列す際は、素手で電池を軸らない 
で<ださい。また可燃物のそばを避け、屋外で 
行って < ださい。） 


• 濡れた手でカメラを操作しない 

故障-感電の原因となることびあ0ます。 

• カメラをストラップで提げて持ち運んでいるとさ 
は、化のものに引つかか6ないよラに注意ずる 

けびや事故の原因となることびあ0ます。 

• 局晶 I しなるところ I し巧置しない 

部品の劣化’火災の原因となることびあ D ます。 

電池についてのごま意 

ミ夜漏れ、発熱、発火、破裂、誤飲などによ 
るやけどやけびを避けるため、下の注意 
事項を必ずお守り <ださい。 

A を巧 

• 火の中に投下した D 、 加熱しない 
発义•破裂-火ぶの原因とな0ます。 
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• (+) C -) 端子を金属類で接続しない 
• 電地と金属製のネックレスやヘアピンを一緒に 
持ち運んだり、な管しない 

ショート、発熱し、やけど■けびの原因となり 
ます。 

• 直が曰光のあたる場巧、巧天下の車の、ストー 
ブのそばなど高温になる場巧で博用-放置しな 
い 

液漏れ、発熱、破裂などにぶ D 、 义災•やけど- 
けびの原因とな 0 ます。 

• 直接 A ンダがけした D 、 変お•改造•分解をし 
ない 

端モ部安全弁の破壊や、内容物の雕散び生じ危 
険です。 

火災•破裂•発火-液漏れ-発熱-破損の原因 
とな0まず。 

• 電源コンセントや自動車のシガレットライター 
の差し込み□等に直接接続しない 

火が•破裂•発乂-液漏れ-発熱-破損の原因 
となります。 

• 電池の液が目に入った場合は失明のおそれがあ 
るので、こず6ず、ずぐに水道水などのをれい 
な水で十分に洗い流したあと、直ちに医師の診 
断を受けてぐださい。 


• このよラな巧化の電池はご使用になれません。 



© 

1 



© 



シール(絶縁被覆)をすベて剥びしているち 
の(裸電池)、または一部剥びされているち 
の。 




©I I 

負極(マイナス面)の©部に膨らみびあるび、 
負極びシール(絶縁被覆)で覆われていない 
ちの。 


——^ 

e 

-— 


© 



負極(マイナス面)び平らな電池。（負極の© 
部びシールに覆われていてち、覆われてい 
な < てち1ま用でさません。） 


A 警告 

. 水やお水などにつけたり、端子部を ミ需 6さない 
• 濡れた手で關ったり持ったりしない 
感電-故障の原因とな D ます。 

• UTF のの容を守6ない場合、電池の液漏れ、発 
熱、発义、破裂によ0、义災やけびのおそれび 
あ0まず。 


• 巧電式電池び所定の巧電時間を超えてを巧電び 
完了しない場合は、巧電を中止ずる 

火災■破裂■発火-発熱の原因となりまず。 

• 外装にキズや破損のある 電 地は使用しない 
破裂■発熱の原因となります。 

• 電 地に強い衝撃をちえたり、投げたりしない 
破裂-液漏れの原因となります。 


• このカメラで指定されていない電池を使わな 
いでください。 

• ちい電池と新しい電池、充電した電池と放電 
した電池、また、容量、種類、銘柄の異なる 
電池を一緒に混ぜて使用しないでください。 

. 充電でをないアルカ1」電池や1」チウム電池な 
どを充電しないで < ださい。 

• +- を逆にして装着、使用しないでください。 
また、機器にラまく入らない場合は無理に接 
続しないでください。 

• 外装シール縱縁被覆)を一部またはすベて剥 
びしている電池や、破れている電池をご使用 
になりますと、電池の液漏れ、発熱、破裂の 
原因になりますので、絶対にご使用にならな 
いでくださレ。 

• 市販されている電池の中にち、列装シール(絶 
縁被覆)の一部またはすべてび剥びされてい 
る電池びあります。このよラな電池は、絶巧 
にご使用にならないでください。 


• カメラの電池室を変巧させたり、異物を入れた 
0しなし、 

• 液漏れ、変色、変形、その他異常び萬生した場 
合は、使用を中止ずる 

火災-感電の原因となります。 

P ぶ売店または当社サービスステーシヨンにごす目 
談ください。 

. 電地①液び巧岳•巧類へ付着すると、巧岳に傷 
害を起こずおそれびあるので、直ちに水道水な 
どのされいな水で巧い流してください。 

A ま意 

• 電 地を使ってカメラを長時間連続使用したあと 
は、ずぐに電池を取り出さない 

やけどの原因となることびあります。 

. 長期間使用しない場合は、カメラか S 電地をが 
してお< 

液漏れ-発熱により、火災-けびの原因となる 
ことびあります。 
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• マンガン電池は使用しない。 

電池寿帝び短レばか0でな <、電池の発熱など 
により本体に損害をちたらすおそれびありまず。 

充電器についての ごを意 
A を巧 

• 巧電器を顯6したり、ミ需れたが態またはミ需れた 
手で触ったり持ったりしない 

故障-感電の原因となります。 

• 巧電器を巧などで覆ったが態で使用しない 
熱びこちってケースび変形したり、火災•発火 • 
発熱の原因となります。 

• 巧電器を分解■改造しない 

感電-けがの原因となりまず。 

• 巧電器は指定の電源電圧で使用する 

指定け外の電源電圧を使用すると、火災•破裂 • 
発煙■発熱■感電-やけどの原因となります。 

A 警告 

• 巧電器①コードは傷つけたり、引っ張ったり、 
継ざ足したりしない 

火災-感電の原因となることびあります。 
コンセントからのなさ差しは、必ず電源プラグ 
を持って行ってください。 

け下の場合はすぐに使巧を中止し、，販売店、当 
社修理センター、またはサービスステーション 
にご相談ください。 

•電源プラグやコードび熱い、焦げ臭レ、煙び 
出ている。 

•充電器のコードにキス、断線、または電源プ 
ラグに接軸不良びある。 

A ま意 

• お手入れの際は、電源プラグをコンセントか6 
巧いて行ラ 

電源プラグを巧かないで巧ラと、感電-けびの 
原因となることびあります。 

皮巧上の ごを意 


を巧華件につい て 


• 本製品には精密な電子部品び組み込まれていま 
す。け下のよラな場所で長時間使用したり放置 
すると、動作不良や故障の原因となる可能性び 
ありますので、避けてください。 

• 直射曰光下や夏のミ毎岸、窓を閉め切った自動 
車の 中、 を暖房器、加湿器のそばなど、高温 
多湿、または温度•湿度変化の激しい場所 
•砂、ほこ0、ち0のをい場所 
. 乂気のある攝所 
• 水に濡れやすい場所 
• 激しい振動のある場所 


• カメラを落とした0ぶつけた0して、強い振動 
やショックを与えないでください。 

. レンズを直射曰光に向けたまま撮影または巧置 
しないでください。 CCD の退色-焼をつをを 
起こすことびあ0ます。 

• 寒い戸外から暖かい室内に入るなど急激に温度 
び蜜わったとさは、カメラ内部で結露び発生ず 
る場合びあ0ます。ビニール袋などに入れてか 
ら室内に持ち込み、カメラを室内の温度になじ 
ませてからご使巧 < ださい。 

• カメラを長期間使巧しないと、カビびはえるな 
ど故障の原因となることびあ0ます。使用前に 
は動作点検をされることをおすすめします。 

• カメラのそばにクレジットカードや磁気定期 
券、フ□ッピーディスクなどの磁気の影響を受 
けやすいちのを近づけないでください。データ 
び壊れて使巧でさな < なることびあ0ます。 

• 兰脚に取0付ける隙は、カメラを回さず、=脚 
のネジを回して < ださい。 

. 本体の電気接点部には手を触れないで<ださい。 

. レンズに無理な力を加えないで<ださい。 

重湘につし\で 


• 当社製ニッケル水素電池は、当社デジタルカメ 
ラ専巧です。他の機器に使用しないで<ださい。 
• 電池の （+ )(-) 端テは、常に定れいにしてお 
いて<ださい。汗やミ由で巧れていると、接軸不 
良を起こす原因とな0ます。充電や使用する前 
に、乾いたなでよ <巧いて <ださい。 

• 充電式電池をはじめてご使巧になる場合、また 
長時間使巧していなかった場合は、ご使巧の前 
に必ず充電して < ださい。 

• アルカ I 」電池は電池の銘柄、製造曰からのな存 
期間、使巧温度によ0内部抵抗■容量に差びあ 
るため、ニッケル水素電池などに比べて寿命び 
極端に短い場合びあ0ます。また、ほ温時は使 
えません。 

• 一般に電池は低温になるにしたびって一時的に 
性能び低下することびあ D ます。寒冷地で使用 
するとさは、カメラを防寒具や巧服の内側に入 
れるなど保温しなび6使用して<ださい。ほ温 
のために性能の低下した電池は、常温に戻ると 
性能び回復します。 

. ニッケル水素電池の梗巧推奨温度範囲はが下の 
とお0です。 

• 放電(概器使巧時）： 0〜40む 
• 充電： 〇〜40む 
• 保を： -20 〜30む 

上記温度範囲外での使巧は、電池性能の低下- 
寿命の短縮の原因とな0ます。 
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• 撮影条件、使用環境おぶび電池にぶ0、撮影枚 
数び減がすることびあ0ます。 

. 長期間の旅行などには、予備の電池を巧意され 
ることをおすすめします。海がでは地域によつ 
て電池の入手び困難な場合びあ0ます。 


使用巧みの充電式電池は責重な資源です。充電 
式電池を捨てる際には、 （+)(-) 端テをテー 
プなどで絶縁してか6最寄の充電 
式電池 U サイクル協力店にお持ち 
ぐださい。詳しぐは一般社団法人 
JBRC ホームページ (http://www. 
jbrc.com) をご覧ください。 


鎮 

Ni-MH 


液晶モニタにつ!^ _ 

本製品は背面の表示に、液晶モニタを使用 
しています。 


• カメラを太陽などの強い光線に向けると、内部 
を破損するおそれびあ D ます。 

• 液晶モニタは強<巧さないで<ださい。画面上 
ににじみび残0、画像び正し<再生されな< 
なった0、液晶モニタび割れた D するおそれび 
あ0ます。万一破損した場合は中の液晶を□に 
入れないで<ださい。液晶び手足やを類に付着 
した攝合は、直ちにせっけんで洗い流して<だ 
さい。 

• 液晶モニタの画面上下に光び帯巧に見えること 
びあ0ますび、故障ではあ0ません。 

. 被写体び斜めのとき、液晶モニタにギザギザび 
見えることびありますび、巧障ではありません。 
記録される画像には影響あ D ません。 

• 一般に低温になるにしたびって液晶モニタは点 
巧に時間びかかった0、一時的に変色した0す 
る場合びあ0ます。寒冷地で使用するとをは、 
保温しなびら巧巧して<ださレ。低温のために 
性能の低下した液晶モニタは、常温に戻ると回 
復します。 

• 本製品の液晶モニタは、精密度の高いほ術でつ 
ぐ6れていまずび、一部に常時点なあるいは常 
時点灯しない画素がちをずることがありまず。 
これ6の画素は、記録される画像に影響はあ0 
ません。また、見る角度によ D 、 特性上、色や 
明るさにむ6がをじることがあ0まずが、液晶 
モニタの構造によるをので故障ではあ0ませ 
ん。ご了承ぐださい。 


• 本書の内容については、万全を期して作成して 
おりますび、万一ご不審な点、誤り、記載ちれ 
など、お気づさの点びございましたらカスタ 
マーサポートセンターまでご連絡ください。 

• 本書の内容の一部または全部を無断で複写する 
ことは、個人としてご利用になる場合を除を、 
禁止します。また、無断転載は固くお断りします。 

• 本製品の不適当な使巧による万一の損害、逸失 
利な、または第三ちか6のいかなる請ホに関し、 
当社では一切その責任を負いかねますのでご了 
まください。 

• 本製品の巧障、当社指定外の第兰ちによる修理、 
その他の巧由により生じた画像データの消失に 
よる、損害および逸失利ななどに関し、当社で 
は一切その責任を負いかねますのでご了承くだ 
さい。 

• 本製品で撮影された画像の質は、通常のフィル 
ム式カメラの写真の質とは異なります。 


電波盾害目を規制について 


この装置は、クラス B 情報技術装置です。こ 
の装置は、家庭環境で使巧することを目的と 
していますび、この装置びラジオやテレビ 
ジョンを信機にお接して使用されると、を信 
障害を引き起こすことびあります。 

取振説明書に従って正しい取り扱いをして下 
さレ。 

VCCI-B 


接続ケープル、 AC アダプタ (AC アダプタ対応 
機種のみ)は、必ず、当製品指定のちのをお使 
い < ださい。 

指定品凹外では、 VCCI 協会の技術基準を超え 
ることけ;考えられます。 


商標について 

Windows は米国 Microsoft Corporation の登録 
商標です。 


Macintosh および Apple は米国アツプル社の商 

標または登録商標です。 

SDHCQZn ま商標です。 

その他本説明書に記載されているすべてのプラ 


ンド名または商品名は、それらの所有者の商標 


または登録商標です。 


その他のごま意 

• 本書の内容については将来予告なしに変更する 
ことびあ D まず。商品名、型番等、最新の情報 
についてはカスタマーサポートセンターまでお 
問い合わせ < ださし、。 


カゾラファイルシステム規巧にごいて 

カメラファイルシステム規格とは、電モ情報技 
術産業協会 (JEITA) で制定された規格に esign 
rule for Camera File system/DCF」 です。 


56 JP 




am 


カメラ 


お式 

デジタルカメラ(記録-再生型） 

記録方式 

静止画 

デジタル記録 、 JPEG ( DCF 準拠） 

対応;見格 

Exif 2.2、 DPOF、PRINT Image Matching III 、 PictBridge 

静止画音寅 

Wave フォーマット準拠 

動画 

AVI Motion JPEG に準拠 

記録媒体 

内蔵メモ U 

SD メモ U — 力ード 

SDHC ^ モ U - 力ード 

カメラ部有効画素数 

1380万画素 

画橡素子 

1/2.33 型 CCD (原色フィルター) 

レンズ 

オリンバスレンズ 6.3 〜31 .5 mm 、 F 3.5 〜5 .日 
(35 mm フィ ルム換算 36〜1 80 mm ホ目当） 

測光方式 

撮像素子にぶるデジタル ESP 測光 

シャツター 

4〜1/2000秒 

撮影範囲 

0.6 m ~ co ( w ) 1.0 m ~°° CT ) (通常） 

0.2 m ~ co ( w ) 0.6 m 〜 w ( T ) (マク□時） 

0.03 m 〜 CO (スーバーマク□時） 

液晶モニタ 

2.7 型(インチ） TFT カラー液晶、230,000ドット 

コネクタ 

USB 端モ / AV 出力端モ(マルチコネクタ） 

自動カレンダー機能 

2000- 2099年の範囲で自動修正 

使用環境 

温度 

0で〜40で（動作時）/-20む〜60で（なを時） 

湿度 

30%〜90% (動作時）/10%〜90〇/〇 (なを時） 

電源 

単3形アルカ I 」電池/ニッケル水素電池2本 

大ささ 

幅97.6 mmX 高ご60.7 mmX 厚さ27.3 mm (突起部を除く） 

質量 

123 g (電池/力ードを含む） 
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OLYMPUS 


オリンハ°スイタ—ジンブ株式会化 

干 163-0914 東京都新宿区西新宿2の3の1新宿モノリス 


• ホームページによる情報提供について 

製品仕様、パソコンとの接続、 OS 対応の状況、 Q & A 等の各種情報を当社ホー 
ムページで提供しております。 

また、オンライン修理受付の詳細やインターネットでのお申し込み、1慶理に関 
するお問合せ先（修理センター、国内サービスステーションなど）、カスタマ 
ーサポートセンターの営業曰-営業時間につさましてち当社ホームページで最 
新情報をお知らせしております。 

オリンパスホームぺージ http :// www . olympus . co . jp / t )^ S 「お客様ヴポー 
卜」のページをご参照ください。 


• 製品に関ずるお問い台わせ巧（カスタマーサポートセンター) 

フリーダイヤル 

函0120 -08421 5 

携帯電話- PHS か5は 042-642-7499 

FAX 042-642-7486 

調査等の都合 上、 回答までにお時間をいただく場合がありますので、ご了承ください。 


更利でお得な サービスメニューを ご 巧 意していまず 


• オンライン修理受付のご案内 

オンライン修理受付では、インターネットを利巧して修理のお申し込みや修理の 
状況をご確認いただけます。また、下記にご案内しておりますピックアップサー 
ビス（引取修理）も、オンライン1度理受付か5お申し込みいただけます。 

• ピックアッブサービス（引取修理）のご案内 

才 U ンパス指定の運送業者が、個包資材を持ってお客様ご指定の曰時にご自宅へ 
お伺いし、故障した製品をお預かりします。お客様自身での捆包は不要でず。そ 
の後製社にて修理完成後、お客様のご自宅へ返送いたします。 


電話でのお申し込みの場合：「オリンパス修理ピックアッフ窓口」 

函 0120 -971 995 

営業時間：平日 8:00 〜 21: 日 0 ± •日-祭日 9: 加〜 17:00 (指定休業日を除く） 


《記載内容は変更されることがありまず。 


© 2010 OLYMPUS IMAGING CORP . 
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